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＜連絡事項＞
· 有休申請時には、必要項目が記入されている事を確認後申請する事。

· カルテ内の書類が整備されているか、各自確認する事。

＜外来情報＞

· 中居　松男様　～特に生活などに変化は無いとの事。

· 奥山　以依子様～青山荘の役員がつかなかったと報告。4/3が退所予定と話される。デイケアでは
　　　　　　　　病気の症状について行っているが良く分からないと話される。

· 小野寺　文明様～調子は良いとの事。22日にお母様の面会へ行って来たが、元気そうだったと
　　　　　　　　報告。お父様よりお母様が太ったと聞いていたが、自分は太ったとは思わなかっ
　　　　　　　　たとの事。

· 鈴木　恵美子様～前回採血の結果　血糖45mg/dl、HbA1c5.6。昨日、坂本内科受診し異常はなかっ
　　　　　　　　た事を報告される。漢方とシンラックを継続処方している。

· 種市　久子様　～自分の番号の前に診察室に入ろうとする事あり、静止後も何度も覗いている。
　　　　　　　　手帳を見せ、「パニックになったから（年金を）増額して欲しい」と話される為、
　　　　　　　　無理である事を説明。その後もまとまり無く話し続けている。

· 中居　美津子様～食事も睡眠も問題ないとの事。帰宅後、入浴や自宅の事をしていると入眠が0時
　　　　　　　　を過ぎる事もあるが、休日にたくさん寝ている為大丈夫との事。

· 鹿原　博夫様　～特に変わりないとの事。外来の待ち番号を聞き間違える事あり。

· 山田　健次様　～調子は良いとの事。4月からデイケア利用予定と話される。

· 柳町　信之様　～受診時間には来院されている。肛門からの出血はなく、座っていても痛みは無い
　　　　　　　　と話される。

· 前野　義勝様　～ナパゲルン軟膏塗布により胸部痛は軽減したとの事。痛み止めを服用する事は
　　　　　　　　無いと話される。

· 平　康子様　　～調子は良いとの事。1/31採血実施予定。本日体重68kg。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　恵美子様～本日も欠席の連絡あり。昨日、自宅近くの坂本内科受診し吐気止めが処方となっ
　　　　　　　　たと報告される。排便状況については、少量づつしか出ていないとの事。
· 繁名　和恵様～体調不良の訴え聞かれており、顔面蒼白。バイタルに異常はないが、テーブルに
　　　　　　　頬杖を付いたまま、声掛けにも全く反応しなくなる事あり。午前は静養室にて休ん
　　　　　　　で頂いている。

· 種市　久子様～今後のデイケア利用について、
　　　　　　　①デイケアは治療の場所である為、本人のみで通所する
　　　　　　　②デイケアへの電話は1日1回3分までとし、要件を明確に伝える
　　　　　　　上記2点で本人と同意書を取り交わしている。
　　　　　　　本人からは、
　　　　　　　「娘を預ける場所が無いからデイに連れて行きたい」
　　　　　　　「デイケアには行きたい」
　　　　　　　「デイケアを止めてしまうと、弟が保証人にはならないと言っているから、籍を
　　　　　　　置いておきたい」
　　　　　　　と話される。
　　　　　　　⇒・デイケア通所中は、役所の方に娘様を見てもらう事が出来るように依頼する。
　　　　　　　　・娘様同伴での来所時には、本人と離れて過ごして頂けるように環境調整し、
　　　　　　　　　娘様が過ごせる場所を確保し、棟内で過ごせるように配慮する。

· 神山　和典様～昨日タバコを4カートン持参しており、全てに”格治”と記載あり。スタッフから
　　　　　　　の質問に、「外来で格治さんに会って１カートン1300円で買ってくれって言われ
　　　　　　　たから、自分で買うより100円安いから、まあ良いかと思って買った」と話される。
　　　　　　　店で購入した場合にはライターが付属として付いてくるが、ライターが手に入らな
　　　　　　　かったとつぶやき、本日3700円を持っていくとの事。
　　　　　　　⇒・店で購入し、個人でのやり取りは行わないように説明している。
　　　　　　　　・病棟へナイトケア利用者様とのやり取りについて情報提供行っている。

· 森田　清助様～2月に入ってからの日中の活動場所がはっきりとしない件について不安聞かれて
　　　　　　　おり、昨日本人へ2月以降の動きについて以下2点の説明を行っている。
　　　　　　　・2月に入ってからの幸房利用費は徴収せず、今までどおりの利用が継続して可能　
　　　　　　　　である事
　　　　　　　・幸房の解散式後も作業等は設けておく事
　　　　　　　説明後も、「幸房に行っても今後仕事をしようとは思っていないから意味がない。　
　　　　　　　それであれば、デイケアに来たほうがいいけど、誰に相談してもはっきりしない」
　　　　　　　との発言聞かれている。本人の希望としては、2月以降の幸房利用費に関わらず、
　　　　　　　デイケアを利用したいとの事。再度、NPO法人スタッフへその旨を伝えるように
　　　　　　　説明している。

· 其田　淑子様～来週体験利用としているが、体験利用中の食事について関係機関から確認あり。
　　　　　　　デイナイトケア欠席期間中も自炊しているが、食事に著しい偏りが見られている
　　　　　　　との事。
　　　　　　　⇒体験利用中の食事について本人へ電話連絡し確認する。昼食は弁当持参して頂く
　　　　　　　　予定だが、本人がよければ実費負担での食事提供を考慮する。

· 秋山　和子様～他メンバーとスタッフが話している内容や、スタッフが記録記載している内容に
　　　　　　　ついて、「私のことを言っている」等、自分の事として捉えがちとなっている面が
　　　　　　　見られている。
　　　　　　　⇒本人へは秋山様の事ではない事を説明し、本人からの質問に対して何故そう思っ
　　　　　　　　たのかを確認していく。

· 関　秀治様～踵が割れて出血したとの事で、皮膚科受診後来所。境皮膚科受診し、軟膏処方となっ
　　　　　　たとの事。
　　　　　　⇒軟膏の塗布方法や量、塗布期間について本人へ説明実施する。

· 駒目　翔様～昨晩も睡眠が取れなかったと訴え、眠気聞かれている。睡眠時間1:00～6:00との事。
　　　　　　⇒日中の臥床希望聞かれているが、なるべく日中に睡眠をとる事が無いように声掛け
　　　　　　　を行う。又、本人へも日中の睡眠確保により夜間の睡眠が不規則となる事を説明。

＜事例検討＞

村上　元道様　（37）　統合失調症

現在の治療計画

1 定期的に面談を実施し、本人との信頼関係を築く。

2 プログラムを通じて、適度に休みながらペース配分を行う事が出来るように促す。

3 ＳＳＴや就労支援などのプログラムを通じて本人に現実検討能力の獲得を目指す。

最近の状態

· 落ち着きに欠け、相手をせかす様子が見られる。

· 孤立する事はないが、周囲に見合った行動をとることが出来ない。

面談実施時の様子

· プログラム中、他者に対して危険な行動が見られスタッフの静止も聞かなかった事を振り返ると、「あの時は…」と、言葉を濁している。

· 仕事に対して疲労感はあるが、ストレスと感じる事は無いと話す。

· 今後の課題として、「就労の為に対人関係をもっとしっかりしなくてはいけない」と自分で話され、担当医からも同様の指摘を受けたと話される。

· 周囲の人に対する態度は、自分で気付く事が出来ない為、スタッフから気がついた点は指摘して欲しいと話す。

今後の対応

1 について
・週1回程度での面談を実施していく予定。

2 について
・休憩時間には休憩を摂るように説明。
・レクリエーション等では、力を入れすぎて攻撃的ととられがちなので、少し力を抜くようにアド　
　バイスする。
・どのようなときに、ペースをコントロール出来ない傾向が見られるのかを先に本人と話し合いを　
　行う。その場面について、後から振り返りを行い、徐々に自分で気が付く事へと繋げられるよう
　支援する。

青山荘からの情報

・就労訓練を本人に勧めた理由
　①生活面の変化対応の観察

　②本人が過大に持っている目標を、本人に見合ったものへと再設定する

・就労訓練は2月までを実施予定期間としている。

⇒実施後の変化

· 自分だけ働いて苦労しているのに、周りは楽をしていると話され、周囲に対しての攻撃的な態度をとることが見られる。

· スタッフが密に関わりを持つ事で、スタッフに対しての依存傾向が見られる為、関わる期間・時間の調整が必要。

· 病状に直結する部分には、スタッフも直接指導しているが、他の部分では自分で気付き、考えながら行動に起こす事が出来るようゆっくりと指導している。










